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 ９月に入り、感染が収まるどころか拡大する一方の中で、開催が危ぶまれたオリンピックに次い

で、パラリンピックも終わろうとしています。かつて、様々な障害を抱えておられる方に、どうして

健常者と同じような厳しいスポーツをさせるのかと、疑問をいだいていた自分ですが、彼らの秘め

られた努力と素晴らしい結果を目にして、目からうろこの思いをしたのが正直な感想です。 

 考えてみますと、わたしたちのまわりにも、障害をもっておられる方が少なからずおられます。

先天性のものもあれば、病気や事故で障害を負う身になった方もおられます。狭い意味での障

害とは言えなくても、加齢とともに聴覚が衰えたり、視力が落ちたり、足腰が弱くなったりして、そ

のために行動が制限され、つい感情的になり、人とのコミュニケーションが難しくなり、その結果、

孤独になったり、行く末に不安を感じたりする方もあるでしょう。 

 他方で、障害をもつことで、健康時とは違った感覚が研ぎ澄まされ、新しい世界を開かれる方も

おられます。かつて、視覚障害をお持ちの方から、目を閉じて何が聞こえてくるか、静かに過ごし

てみてください、と言われたことがあります。普段聞き逃している、鳥や虫の鳴き声、風のそよぐ

音、雨だれ等、人間が生み出す騒音とは違う様々な音が聞こえてくるようになり癒されたことを思

い出します。神の世界への気づきというものも、そうしたことと無関係ではないようです。 

 今日の第一朗読で読まれる「イザヤの預言」の中に、こんな言葉がありました。「そのとき、見え

ない人の目が開き、聞こえない人の耳が開く。そのとき、歩けなかった人が鹿のように躍り上がる。

口の利けなかった人が喜び歌う」と。預言者は、やがて訪れるメシアの時代に起こる不思議な神

の業について語っています。それは、人々が心の中で待ち望みながら、同時に、あきらめるしか

ない、信じられない現実だったかもしれません。預言者の言葉は続きます、「荒れ野に水が湧き

いで、荒れ地に川が流れる。熱した砂地は湖となり、乾いた地は水の湧くところとなる」と。先日、

２０年におよぶ駐留を終えて米軍が撤退したアフガニスタンの砂漠を、緑の大地に変えた中村哲

さんの偉業が思い出されます。 

 しかし、預言者が語った言葉は、数百年の後、イスラエルの地に現れた神の子イエスを通して、

現実のものとなりました。マルコの福音でお聞きになったように、文字通り、耳の聞こえない人が、

イエスのしぐさ、そして「エッファタ（開け）」という言葉によって、耳が聞こえ、口が利けるようになっ

たのです。イエスによって、目の見えない人が見えるようになり、歩けない人が自分の足で立って

歩けるようになったことを、福音書は伝えています。しかし、イエスは、この世界からすべての病

や障害を取り去られたわけではありません。イエスの時代にも、そして、現代に至るまで、病気や

障害の問題は、人類に課せられた大きな課題として残っています。イエスは、むしろ、そうした癒

しの業を通して、わたしたち人間の心に巣食っている、神の世界に自らを開くことを妨げる障害を

取り除こうとされたのです。人が神の世界を見る、それこそ、神がイエスを通して、望まれたことで

した。 

 わたしたち、自分が健常者だと思っている人は、障害を持つ人に同情することはあっても、自ら

のうちに潜む障害に気づいていないことが少なくありません。自分は見えている、聞こえている、

何の不自由もない、と思っているときこそ、思い起こさねばならない言葉があります。イエスが、盲

人の目を開かれた後に、ユダヤ人との間でかわされた会話の結びの言葉です。「見えなかったの

であれば、罪はなかったであろう。しかし、今『見える』とあなたたちは言っている。だから、あなた



たちの罪は残る」（ヨハネ 9.41）。わたしたちが自らの障害に気づくためには、病気や事故だけで

なく、神からの恵み光が必要です。すべてが思い通りに進むとき、人はいつの間にか、自分の人

生は自分が主人であるような錯覚を抱きます。しかし、突然、思いがけないことが起きる時、人は

気づかされます。自分の人生、また、この世界は、自分が中心にあるのではないことを。そして、

自分には見えていると思いながら、実は、何も見えていないことを。今、世界中の人が経験してい

る未曽有の災禍、新型コロナウィルス感染症はまさに、そうしたことに気づくための機会ではない

でしょうか。かつて、イスラエルがエジプトの奴隷の地から約束の地へと向かう途中、４０年もの間、

砂漠をさまよったことには深い意味がありました。それは、「人がパンだけで生きるのではなく、神

の口から出る言葉によって生きる」（申命記８章）ことを知るためだったのです。 

 この自分の思うままにならない現実の中で、人はそれでも、自分の狭い世界にこもりながらも、

スマホ・携帯・パソコン・オンライン等、現代の優れた技術のおかげで、自分には何の不自由もな

い、と錯覚しているかもしれません。果たして、そのような機器が、わたしたちが最も必要としてい

る「神の世界」を見ることを妨げているとしたら、そうしたものからも解放される必要があります。こ

の不自由なときだからこそ、自分がどれほど見えていないか、聞こえていないか、そうした自分の

貧しさに気づいていないか、神の光によって見させていただきましょう。そして、そのような光のも

とに、今年、イグナチオの回心５００周年に因んでイエズス会が選んだイグナチオの言葉、「すべ

てのものをキリストにおいて新しく見る」恵みが与えられるよう祈りましょう。(S.T) 

 


